
審査基準表  

大項目 小項目 評価の視点 配点 様式 

体制・

実績 

（２０） 

財政状況 
提出のある財務諸表から鑑みて、財政状態、資金繰りの状況等が健

全と見込まれるか。 
10 ２ 

取組姿

勢・実績 

特定行為研修運営支援業務の実績を多く有しており、十分な実施

能力があると判断できる実績が示されているか。 
10 ３ 

企画 

提案 

内容 

（８０） 

実施体制 

研修スケジュール作成・調整、研修オリエンテーションの実施等につ

いて、当院単独で実施した場合よりも効率的に進めるための提案が

なされているか。 

10 

５ 

実地担当者は相当な知識と技術を有しているか。 10 

ｅラーニングの進捗確認は適切に行うことができるか。 10 

共通科目および区分別科目の演習・実習、ＯＳＣＥについて、適切

に行うことができるか。 
10 

臨地実習におけるレポート指導は適切に行うことができるか。 10 

その他、運営に係る業務へのサポートはあるか。 

スケジュール調整の相談へ柔軟な対応が可能か。 
10 

本業務にあたり知り得た情報を適正に取り扱うための規定があるか。 10 

価格 価格は適性であるか。 10 

募集開始日から過

去 3年以内 

入札参加停止又は入札参加除外措置の有無 -4 

４ 契約解除の有無 -5 

書面での警告 -1 

 

  



 

評価点の算定方法について 

評価点の算定に当たり、まず、委員の合議にてプロポーザル参加者の提案内容を審査基準表に示す項

目ごとにAから Eの 5段階評価を行います。評価後、下記の表に示す評価点の算定方法に基づき、評価点

を算定します。総合評価点が高い事業者でも、小項目のいずれかにおいて評価点が 0 となった場合は、優

先交渉権者として選定しません。 

見積価格の提示の評価については、最低価格の提示額を満点とし、算出式は審査基準表の記載により

ます。※小数点 2位までを有効とし、3位以下を切り捨てとします。 

 

段階 評価点の算定方法 コメント 

A 配点×1.00 評価の視点を満たし、特に優れている。 

B 配点×0.75 評価の視点を満たし、優れている。 

C 配点×0.50 評価の視点を満たしている。 

D 配点×0.25 評価の視点を一部満たしている。 

E 配点×0.00 評価の視点を満たしていない。 

 

 


